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郷
さと
音
ね

商店街新規出店・
開業等支援事業を活用して 代表

白岩 俊夫

●思い切った投資ができた
●的確な経営アドバイスを受けられた
●迅速な手続きでスムーズに開店できた

境港産アジのフライで
一躍地元の人に愛される店に

宝塚市

来店客のほとんどが注文するアジフライ

鳥取の食材を店の売りに
　阪急清荒神駅から清澄寺への参道沿いに同店はありま
す。周囲の店舗の多くはシャッターが閉まったままです
が、同店だけは別。ランチ時は満席が当たり前で、行列が
できることも。「常連さんを大切にしたいから、雑誌の取
材依頼は断っています」。店主・白岩俊夫さんの言葉から
は地元の客を第一とする姿勢が伝わってきます。
　鳥取県出身の白岩さんはスポーツ用品商社に25年間
勤めた後、一念発起して2003年に大阪市北浜のオフィ
ス街に居酒屋を開業します。しかし、繁盛したのは最初
の3カ月だけ。「個性を打ち出さないと」と考え、故郷鳥
取の食材を売りにするため、鳥取県大阪事務所（現関西
本部）を訪ねました。県食材をPRしたかった同事務所の
思惑とも一致。あらゆる食材について丁寧にレクチャー
してくれたそうです。
　「鳥取ゆかりの店」と銘打ったところ、客の反応が大き
く変わりました。境港産のアジを使ったフライや焼きサ
バ、スルメイカのこうじ漬けなど同店でしか味わえない
メニューが人気を呼び、口コミだけで繁盛店に育ちまし
た。順風満帆に売り上げを伸ばしていた矢先、コロナ禍

が降りかかってきます。サラリーマンの利用が多かった
だけに打撃は大きく、2020年末には撤退を決断。新たな
出店先を模索しました。

力強い支援を得て開店へ
　自宅から近い清澄寺をお参りした後、ふと見つけた空
き物件が今の場所でした。「寂しい雰囲気でしたが、何よ
り駅前の立地。3日間現地に立って人の流れを見て、いけ
ると確信しました」と白岩さん。
　不動産屋から行政の補助制度を勧められてたどり着い
たのが、ひょうご産業活性化センターでした。間に立っ
た宝塚商工会議所や産業活性化センターの担当者が、同
店に可能性を感じて力強く応援してくれたといいます。
店の強みを打ち出した方がよいとアドバイスを受け、

「アジフライ」ののぼりも作りました。
　「助成金が通ったおかげで大きな額の投資に踏み切る
こともできました」。1階の厨房から2階へ料理を運ぶ 
エレベーターの購入もその一つです。「手続きも迅速に
対応していただき、開店までの準備を円滑に進められま
した」
　開店後はカウンター越しの会話を大切にし、「鳥取の

制度利用までの流れ
2021年3月 4月 5月 2022年4月
当センターへ
事業計画書を提出

助成金交付を申請
し、採択される

事業着手（店舗賃
貸借契約、内装工
事等請負契約）

2021年度の実績報告
書を提出し、22年度の
助成金交付を申請
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カウンター席の他に個室も完備しています 助成金で導入したエレベーター

食材や地酒の背景までより丁寧に伝えられるようになり
ました」。地元の常連客が付き、アジフライは北浜に店を
構えていた頃の2倍の売れ行きとのこと。「これからも郷
音でしか味わえない鳥取の食材を紹介していきたい」と
意気込みます。

郷音
宝塚市清荒神1-12-22
T 0797-86-0686　Ｈ https://kbmf200.gorp.jp
●代表／白岩 俊夫
●事業内容／飲食店

商店街新規出店・開業等支援事業
商店街の空き店舗を活用し、個性ある店舗を開業する事業者を支援
します。
※2022（令和4）年度は「商店街若者・女性新規出店チャレンジ応援事業」として、
若者（50歳未満）や女性の新規出店に対し補助金を交付します。申請には出店地
の市町から補助等が受けられるなどの条件があります

•�創業や多店舗展開等にかかる経費について
補助を受けられます
•�商業アドバイザーから開業計画に関する助
言が受けられます

問 ひょうご産業活性化センター経営・商業
支援課
Ｔ 078-977-9116
制度の詳細についてはホームページを
ご覧ください

利用メリット

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

【補助期間】補助金の交付決定日～同年度末
【対象経費】店舗賃借料、内装工事費、ファサード整備費
【補 助 率】�対象経費の1/6（別途市町から1/6以上の補助が必要）
【限 度 額】�75万円（ただし市町の補助額を上限とする）
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中小企業等のSDGsへの取り組み内容を登録・集約し、広く
社会に公表することで活動を支援します。
対既にSDGsの取り組みを実施・公表している県内の中小
企業や産地組合、業界団体（その他要件あり）
●登録のメリット
•登録証が交付されます
•当センターのホームページで登録企業を紹介します
•専用ロゴマークを使用できます　
•�SDGsの推進にあたり、専門家派遣による経営支援を受け
られます（費用の1/2負担、最多8回まで）
•兵庫県信用保証協会の保証料率の割引があります
●登録期間＝登録日から2025（令和7）年3月31日まで
申問成長支援課　Ｔ078-977-9117
7月7日㊍までに電子申請フォームから。ホーム
ページから申請画面へ進んでください

「異業種交流活性化事業」に取り組む4グループが、商品開
発や販路開拓、新技術の活用といった成果を発表します。�
無料。発表グループ等についてはホームページをご覧くだ
さい。
日7月29日㊎14時40分～16時30分
所ホテル北野プラザ六甲荘（神戸市中央区）
定100人（先着）
申問異業種連携相談室
Ｔ078-977-9073　Ｆ078-977-9112
Ｅigyo@staff.hyogo-iic.ne.jp
7月15日㊎までに所定の申込書をファクスまた
はメールで送信してください。申込書はダウン
ロードできます

タイの消費市場をテーマに最新情報と日系企業のビジ
ネス展開について紹介します。無料。オンライン（Webex�
Meetings）開催。
日7月26日㊋14時～15時30分
定80人（先着）
申問ひょうご海外ビジネスセンター　Ｔ078-271-8402
7月20日㊌までにホームページの申し込み
フォームから

「仕事と生活の調和」を実践している企業等を認定し、持続
的な取り組みを支援します。
対県内に本社または事業所があり当センターの「仕事と生
活の調和推進企業宣言」に登録している企業等（その他要
件あり）
●認定のメリット
•�県や当センターのホームページで取り組み内容を紹介し
ます
•�認定企業ロゴマークを名刺等に使用できます
•�求人の際に認定企業であることを記載できます
•�県と連携協定を結んでいる金融機関等から優遇金利での
融資などを受けられます
申問ひょうご仕事と生活センター
〒650-0011�神戸市中央区下山手通6-3-28�兵庫県中央
労働センター1階　Ｔ078-381-5277
7月22日㊎までに所定の申請書を郵送してくだ
さい。申請書はダウンロードできます

先輩起業家らがビジネスの考え方や資金調達方法などを
紹介します。無料。オンライン（Zoom）でも参加可。

「ひょうご産業SDGs推進宣言事業」
登録企業等の募集

「異業種交流のすゝ めミーティング」
参加者募集

ひょうご仕事と生活センター
「ひょうご仕事と生活の調和」推進企業認定

明石市産業振興財団
「起業応援セミナーあかし2022」

ひょうご産業活性化センター

関係機関

「タイビジネスセミナー」
受講者募集

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先�
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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日7月30日㊏13時30分～16時
所明石商工会議所
対起業を考えている人、起業して間もない人
●プログラム
第1部　講演「SDGs時代におけるスタートアップの挑戦
～社会課題解決型のビジネスモデルとは～」／大津愛さん
（㈱Compass代表取締役CEO）
第2部　起業家パネルディスカッションなど
定会場、オンライン各50人（先着）
申問明石市産業振興財団　Ｔ078-918-0331
7月25日㊊までにホームページの申し込み
フォームから

SDGsの17の達成目標のうち、ものづくりに関係する項目に
絞った展示商談会への出展企業を募集します。
日10月20日㊍13時30分～17時（2部制）、21日㊎10時
～16時（3部制）
所大阪産業創造館（大阪市中央区）
対SDGs達成に貢献する技術や製品を持つ中小ものづくり
企業

￥4万円
定40社（審査）
申問大阪産業創造館「SDGs対応技術展2022」事務局
Ｔ06-6264-9920
8月5日㊎17時までにホームページの申し込み
フォームから。10日㊌に審査結果を通知します

関西広域連合、大阪産業創造館
「SDGs対応技術展2022」
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がんばる企業を応援

兵庫県内の起業家の取り組み、中小企業・小規模事業者の経営革新や経営基盤の強化などに対し、多彩な事業を通して
支援しています。事業展開や人材育成等に課題を抱えている経営者の皆さんは気軽にお問い合わせください。

ひょうご産業活性化センター

「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

中小企業のチャレンジを後押し

主な相談・支援業務

主に経営者や創業予定者を対象とする無料の相談窓口。経
験豊富なコーディネーターが経営改善や事業再生、成長
戦略などの相談に対応します。県内各地で「サテライト相談
所」も開催しています。

【7・8月のサテライト相談所】
宍粟防災センター：7月1日㊎、8月5日㊎／尼崎市中小企業セ
ンター：7月5日㊋・19日㊋、8月2日㊋・16日㊋／淡路県民局：
7月7日㊍、8月4日㊍／中播磨県民センター：7月13日㊌、8
月10日㊌／丹波篠山市民センター：7月14日㊍、8月18日
㊍／但馬技術大学校：7月15日㊎、8月19日㊎／加西商工
会議所：7月20日㊌、8月17日㊌／朝来市役所：7月22日
㊎、8月26日㊎／西宮商工会議所：7月26日㊋、8月23日㊋
問兵庫県よろず支援拠点　Ｔ078-977-9085 

日本政策金融公庫による創業や経営革新に係る金融相談
です。
問経営・商業支援課　Ｔ078-977-9116

中小企業診断士等の専門家を派遣し、経営課題の解決をア
シストします。

【課題例】
•経営計画を策定し、経営革新に取り組みたい
•新製品の販売戦略を構築したい
•製造工程を見直し、コストダウンを図りたい
問経営・商業支援課　Ｔ078-977-9166

中小企業が“攻めの経営”へ転換を図るために必要な専門
人材を紹介します。
問ひょうご専門人材相談センター　Ｔ078-977-9078

兵庫県よろず支援拠点

専門相談

経営専門家派遣

ひょうご専門人材相談センター

ポストコロナ時代における事業展開を診断するなど、中小
企業の経営サポートに取り組みます。
問成長支援課　Ｔ078-977-9077

中小企業の技術力やノウハウ、成長性、経営力などを総合的
に評価した評価書を発行します。

【利用のメリット】
• 評価書により企業価値をアピールし、資金調達や販路開

拓へつなげられる
•自社の強みや弱みが分かり、事業改善のヒントが見つかる
問成長支援課　Ｔ078-977-9077

全国中小企業振興機関協会の委託事業。企業間取引のさま
ざまなトラブルに関する相談に対応します。
問下請かけこみ寺　Ｔ0120-418-618

県内外から発注企業を招き、県内中小企業との取引機会を
提供します。今年は9月2日㊎の「国際フロンティア産業メッ
セ2022」で開催。
問取引振興課　Ｔ078-977-9074

事業継続サポート制度

神戸取引商談会

苦情紛争相談（下請かけこみ寺）

ひょうご中小企業技術・経営力評価制度

ひょうご産業活性化センター
神戸市中央区東川崎町1-8-4
神戸市産業振興センター1階・2階・7階
T 078-977-9070㈹
Ｆ078-977-9102
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

㈱江渕工業所の

㈱江渕工業所　姫路市大津区天神町2-11
Ｔ079-236-0492　H https://ebuchi.jp

⃝設立年：1983年　⃝代表取締役：江渕修
⃝事業内容：金属部品の設計、切断、曲げ、溶接加工

▲真新しい機械を操作する入社1年目の社員

人材育成と新鋭機の導入により
不良率は驚異の0.02％を達成

精密製缶加工

　金属を精密に加工するには、前段階の設計、切断、曲げ、
溶接を最適に行わなければなりません。このプロセスを自
社で担うことで、ハイレベルな溶接を可能にしています。
例えば、あるマシンメーカーがさじを投げたステンレス
板の細長格子筒加工については、金型製作から見直し、量
産化も実現しました。「できるようになるまでやるがモッ
トー」と江渕修社長は言います。
　最新鋭の工作機械をそろえるとともに、近年は人材育成
にも注力しています。製造現場では外国人社員も含め、全
員がJIS溶接技能者の資格を取得しています。また、緻密さ

が求められる図面展開は技術課の女性社員が担当。生産管
理システムで製品ごとに図面データや注意点、進捗状況な
どを記録し、全社員がタブレット端末で共有することで昨
年度は不良率0.02%を達成しました。
　今年5月にはファイバーレーザーロボット溶接機と3次
元測定器を導入。1年生社員に操作を任せることでやりが
いにもつなげています。「今後は設計段階から関わり、工数
の少ない部品作りを顧客に提案していきたい」と江渕美香
専務。完成品から逆算して考える設計力と設備、それを生
かす人材を強みに新規取引先を開拓しようとしています。

細長格子筒に加工したステンレス製品



https://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp
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兵庫県信用保証協会では6月8日から、SDGs達成に向けて取り組む中小企業・小規模事業者の皆さまに対
し、その取り組みを後押しする、SDGs支援保証「ステップ」の取り扱いを開始しました。ぜひご活用ください。

SDGs支援保証「ステップ」
6月8日から取り扱いを開始しました

●SDGs支援保証「ステップ」の概要

対 象
❶または❷に該当する方
❶兵庫県が実施する「ひょうご産業SDGs推進宣言事業」により、SDGs推進宣言が登録されている方
❷県内市町が実施するSDGs宣言登録制度に登録されている方

資 金 使 途 運転資金および設備資金

保 証 限 度 額 2億8,000万円　注）一般の普通保険（2億円（組合4億円））および無担保保険（8,000万円）の範囲内

保 証 期 間 15年以内（うち据置期間2年以内）

貸 付 利 率 金融機関所定利率

返 済 方 法 元金均等分割返済または一括返済（一括返済は保証期間1年以内の場合に限る）

担 保 必要に応じて提供していただきます

連 帯 保 証 人 原則として法人代表者を除き不要です

保 証 料 率

下表のとおり ※通常の保証料率から平均20％割引

必 要 書 類

通常の保証申込書類に加え、❶❷が必要です
❶兵庫県または県内市町に提出したSDGs宣言書（取組計画書）の写し
❷兵庫県の「ひょうご産業SDGs推進宣言事業」または県内市町が実施するSDGs宣言登録制度の登録証の
写しもしくは登録通知書の写し

借 換 他の保証付き融資の借り換えが可能

取 扱 期 間 2023（令和5）年3月31日保証申込受付分まで

※上表は制度の概要であり、詳細は当協会の担当部署へお問い合わせください（担当部署についてはホームページをご覧ください）
※ホームページからSDGs支援保証「ステップ」のチラシをダウンロードできます

区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

責任共有
保証料率

貸借対照表あり 1.70% 1.50% 1.30% 1.10% 0.92% 0.77% 0.61% 0.45% 0.31%

貸借対照表なし 0.92%

SDGs支援保証「ステップ」のメリット

●通常の保証料率から平均20％割引
●�保証期間が最長15年
●�既に実行済みの信用保証協会保証付き融資を借り換えることが可能

SDGs達成に向けて
取り組む事業者の
第一歩を後押し！

チラシはこちらから



JUMP 9

県内中小企業の全産業・業種別の売上高（速報値）を公開中！ ひょうご企業業績

TKC近畿兵庫会神戸中央支部
広報委員 宮﨑敦史

ポストコロナ時代における早期経営改善計画の重要性
　長期化するコロナ禍の影響で、多くの中小企業者等が売り上げの減少や借り入れの増大に直面し
ている中、ウクライナ情勢等もあり、より厳しい経営環境となることが予想されます。中小企業者
等には平時から資金繰りの安定を図りつつ、収益力の改善に取り組むことが求められることから、
今年4月に「ポストコロナ持続的発展計画事業」の制度が改訂されました。
　同事業は、経営改善に取り組む中小企業者等が、国が認定した税理士等の専門家の支援を受けて
資金繰り計画やビジネスモデル俯瞰図、アクションプランなどを策定する際、その費用の2/3を補
助するものです。同事業は収益力改善フェーズにおける「認定支援機関による伴走支援の強化」に
位置付けられ、さらなる活用を促すよう①②の支援を中心に見直されました。

　以下が①②を踏まえて改訂された主なポイントです。
⃝過去にプレ405または405事業（経営改善計画策定支援事業）を利用した事業者でも一定の要件
に該当する場合、2022年度中の申請が1回限り対象となります。
⃝経営者保証に依存しない融資の促進、経営者保証の解除に向けた早期経営改善計画が支援対象に
追加されました。事業者が金融機関との交渉時に活用する弁護士等の認定支援機関の支援費用も補
助対象に追加されました。
⃝伴走支援を実施した際、早期経営改善計画の策定費用の一部を補助する運用に変更されました。
⃝計画策定後から1年が経過した最初の決算までの期間（期中）にもモニタリングを実施すること
で、期中における伴走支援が補助対象に追加されました。
⃝「企業の収益力改善」のための損益改善（現状分析・アクションプラン）が重視され、「経営改善
計画策定支援における着眼点確認表」が公表されたことにより、経営改善に必要な着眼点を確認で
きるようになりました。

　認定支援機関は、ポストコロナを見据えた中小企業の「収益力改善・事業再生・再チャレンジ」を
応援しています。当該事業の積極的な活用をぜひ検討してください。

主な改訂点

①収益力改善に向けた計画策定に加え、認定支援機関による計画実行状況のフォローアップ
や助言等を強化します。
②ポストコロナを見据え、中小企業再生支援協議会で緊急的に実施している特例リスケ支援
を収益力改善支援へシフトします。
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